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午前１０時３３分 開会 

○門脇分科会長 予算決算委員会総務政策分科会を開会いたします。 

 本日は、１１日の本会議で予算決算委員会に付託された議案のうち、当分科会の審査担

当とされました議案３件について審査いたします。 

 初めに、議案第２７号、令和元年度米子市一般会計補正予算（補正第４回）のうち総務

部所管部分を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 下関財政課長。 

○下関財政課長 それでは、議案第２７号、令和元年度米子市一般会計補正予算（補正第

４回）のうち、本分科会に付託されました総務部所管の補正予算の主な事業について御説

明いたします。 

お配りしております令和元年度米子市補正予算書の２９ページをごらんいただきたい

と思います。歳出でございますが、上の表、一般管理費の右端、説明欄１行目に一般管理

費人件費として７,８１５万１,０００円を計上しております。これは定年退職者以外に自

己都合等により職員が退職すること等に伴うものでございまして、新たに必要となります

人件費について措置しようとするものでございます。 

 続きまして、同じく右端説明欄２行目に、原子力安全対策事業として４,０００万円を計

上しております。これは島根原子力発電所に係る原子力防災対策の円滑な実施を図ること

を目的として、鳥取県からの交付金を基金へ積み立てるものでございます。説明は以上で

ございます。 

○門脇分科会長 当局の説明は終わりました。 

 委員の皆様からの意見を求めます。 

〔「なし」と声あり〕 

○門脇分科会長 それでは、ないようですので次に参ります。 

 次に、議案第３４号、令和２年度米子市一般会計予算のうち総務部所管部分を議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 下関財政課長。 

○下関財政課長 議案第３４号、令和２年度米子市一般会計予算のうち、本分科会に付託

されました議会事務局、総務部会計課、そして農業委員会を除くその他の委員会及び淀江
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支所所管の一部の予算のうち、主な事業について御説明いたします。 

お配りしております令和２年度当初予算、歳出予算の主な事業の概要の２ページ目をお

開きください。まず、２ページ目ですけれども、上の段、本庁舎設備等整備事業といたし

まして、２,２１８万４,０００円を計上しております。これは、泡消火器設備改修や福祉

事務所部分の空調設備改修、本庁４階、５階のエレベーター付近の内壁改修など、庁舎を

適切に維持管理するための整備を行うものでございます。 

 続きまして、同じく下の段、防災ラジオ整備事業といたしまして、６,３３０万３,００

０円を計上しております。これは、高齢者や障がい者などの要配慮者が確実に防災情報を

取得できるように、コミュニティＦＭを活用した自動起動機能つきラジオの貸与等を行う

ものでございます。 

 続きまして、３ページ、上の段、スマート窓口システム構築事業といたしまして、７,

６９７万５,０００円を計上しております。これは、窓口においでになる方の負担軽減と事

務の効率化を図るため、マイナンバーやＡＩなどＩＣＴ技術を活用したスマート窓口の構

築を行うものでございまして、まずは子育て分野に導入を予定しております。なお、あわ

せて債務負担行為の設定もしております。 

 続きまして、４ページ上の段、シティプロモーション推進事業といたしまして、８８万

９,０００円を計上しております。これは、本市の魅力を内外に情報発信するものでござい

まして、引き続き米子高専と連携した動画作成やマツダスタジアムでのプロモーションを

行うほか、庁舎の懸垂幕を活用した情報発信に取り組むこととしております。 

 続きまして、下の段、つながる深まる米子サポーターメールマガジン活用事業といたし

まして、４６万２,０００円を計上しております。これは、本市の情報発信と関係人口の濃

密化を図るため、ふるさと納税や米子ヨネギーズクラブなどで蓄積したデータを活用し、

メールマガジンを配信するものでございます。 

 続きまして、５ページ上の段、あなたに届く指定情報発信事業といたしまして、６２万

２,０００円を計上しております。これは、手軽に市政情報を取得していただくため、スマ

ートフォンのアプリを活用して、広報よなごなどの市政情報を読み上げ機能や翻訳機能の

ある電子ブックとして発信するものでございます。 

 続きまして、同じく下の段、米子ゴルフ場整備事業としまして、１,６８１万円を計上し

ております。これは、改修が必要な米子ゴルフ場の散水用ポンプユニットなどの改修を行

うものでございます。 

 続きまして、６ページ上の段、米子ゴルフ場環境整備事業としまして、７１１万３,００

０円を計上しております。これは、松枯れ被害を抑制するため、被害木の伐採や新たな植

樹を行い、ゴルフ場の機能維持を図るものでございます。 

 続きまして、同じく下の段、旧米子公共職業安定所跡地等購入事業としまして、２,１７

４万９,０００円を計上しております。これは、庁舎再編に向けて、旧ハローワークの土地、

建物を取得するものでございます。 

 続きまして、ページが少し飛びますけれども、７３ページ上の段、消防ホース乾燥塔改

修事業としまして、５６０万円を計上しております。これは、やぐら式のホース乾燥塔を

ウインチ式に更新するものでございまして、福米西分団と住吉分団の２カ所を予定してお

ります。 
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 続きまして、同じく下の段、消防団車庫整備事業としまして、３,０７１万円を計上して

おります。年次的に建てかえを行っております消防団の活動拠点である消防団車庫を立て

かえるものでございまして、来年度は県分団を予定しております。 

 続きまして、７４ページ上の段、消防ポンプ自動車整備更新事業としまして、２,０５０

万５,０００円を計上しております。これは、消防団に配備している消防ポンプ自動車を年

次的に更新するものでございまして、春日分団の消防ポンプ自動車を更新することとして

おります。説明は以上でございます。 

○門脇分科会長 当局の説明は終わりました。 

 委員の皆様から意見を求めます。 

 岡田委員。 

○岡田委員 まず、３ページのスマート窓口システム構築事業ということで７,６９７万

５,０００円計上しておられるんですけれども、これは次年度以降も引き続き投資していく

ということなんですけど、もともとどの程度のものを想定しておられて、令和２年度にこ

の７,６００万っていうのを、何がしっていうのを計上されたのかっていうところと、あと、

この事業効果っていうところで、市の業務の効率化が期待できるというふうに記述がある

んですけれども、市の業務の効率化というのは、これを導入されることによって、例えば

職員が３人でやっておられたものが２人でできるようになりますよというようなことなの

か、その具体的な部分っていうのはどういった形になるのか、お聞かせ願えますでしょう

か。 

○門脇分科会長 塚田調査課長。 

○塚田調査課長 では、お答えいたします。まず、１点目でございます。本年度の７,６

００万余りの予算でございますが、これは当初予定をしております子育て分野のシステム

の構築費用でございます。それと、２点目の導入の効果ということでございますが、これ

はシステム構築に当たって、業務の工程の洗い出しや、そういうものをしていきます。そ

の中で、あわせて業務にＲＰＡを導入したり、そういう作業も進めていきます。それと、

そういうようなことによりまして、一度に大量に処理をするような申請書の受け付けや、

そういうものについては、かなり効率化をされるんではないかと。ただ、具体的にこれが

幾らあるということは、今時点でなかなか算出するようなことはちょっと難しいところは

ございますが、そういった効果は作業にあわせて得られるものだというふうに考えており

ます。以上でございます。 

○門脇分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 言われることはわかるんですけれども、もう少し、今の時点ではなかなかと

いうふうにおっしゃるんですけども、当然ですけども予算審議していく上で、ある程度こ

ういう形になりますよというものが多少具体的なものが出てこないと、業務が効率化でき

るはずですということだけではなかなか審議できない部分もありますので、もう少し突っ

込んだデータっていうのが欲しいなっていうのが正直なところです。 

 あと、子育て分野に関してということなんですけれども、これを投資することによって、

例えば次の業務が物すごく、ある程度少ない投資でできていくのか、どの分野までこのシ

ステムを広げていくのか。こういう情報投資っていうのが、私もちょっと不勉強だってい

うところもありまして、つかみづらいところがありまして。毎年こういった類いの情報投
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資、結構しておられると思うんですけれど、そのあたりが、大きな枠組みの中で、今これ

を投資をしてるんですよというようなものが、やはりある程度もう少し具体的にわかると、

もう少し審議しやすいなというのがあるんですけども、そのあたりで何か説明していただ

ける部分があるならお願いしたいと思います。 

○門脇分科会長 塚田調査課長。 

○塚田調査課長 令和２年度につきましては、子育て分野ということで、これは実は今年

度着手をしております、国補助を受けて着手をしておりますが、子育て分野のこういった

業務のいわゆるモデリング、先ほどの業務の洗い出しを行いまして、それをシステム構築

につなげていくような作業を今、補助事業を受けてやっておりますが、これをベースにし

て、来年度においてはそのモデリングをした結果に基づいてシステム構築を行うという予

定にしております。その段階が済みましたら、これを可能な全ての業務分野に広げていく

ようなことを、今予定をしておりますので、そうした計画の詳細が定まりましたら、改め

てこれはお知らせをするような格好になろうかと思います。 

○門脇分科会長 伊澤副市長。 

○伊澤副市長 私のほうから少し補足をさせていただきます。これは本会議のほうでも御

質問いただいて、御答弁申し上げましたが、今、塚田課長のほうからお答えしたとおりで

ありまして、基本的に今現在窓口業務を中心に、いわゆるＩＣＴ化できるものというのを

全て洗い出しをする作業をしております。その第一弾として、国の補助事業がありました

もんですから、令和元年度、子育て関係の事務について、先行してシステム構築の予備作

業といいましょうか、こんなことをやっております。これを活用して、令和２年度、そし

て実際の運用は順調にいきますと、令和３年の１０月ごろの予定でありますが、これが稼

働いたします。その後、今やっておりますそれ以外の業務の洗い出しで、可能なものの、

基本的には全てを窓口業務でシステム化できるもの全ての開発に入りたいと、このように

考えております。 

 これも順調にいけばということなんですけども、令和５、６年ごろにこれを稼働させた

いと、このように考えて取り組みを進めております。済みません、お手元に資料が配れて

なくて大変申しわけありません、それを一覧表にした資料がございますので、これは実は

庁舎問題の特別委員会のほうでは、庁舎の関係もありますので配らせていただいたところ

であります。きょうは、本当は配らせていただくのがよかったのかもしれません、ちょっ

と反省しておりますが、お手元にお配りさせていただこうと改めて思いますので、ごらん

いただきたいと思います。以上です。 

○門脇分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 最後にしますけど、全体像をまた見させていただいて、この情報投資という

もの、今回の新型コロナの件でも、もともと東京都なんかは情報投資が弱いということで、

今副知事のほうに、元ヤフーの社長なんかが入られて非常に情報投資もしておられて、今

回の新型コロナに対してもかなり有効な活用をしておられるということで、今回それとは

またちょっと違うんでしょうけれども、そういったものにも対応できるような体制という

ものがやはり米子市のほうでも構築できていく流れなんだろうというふうに思っておりま

すので、私のほうも勉強していきますけれども、こういった流れができていくことはいい

ことだと思うんですけれども、その投資効果っていうのがなかなかちょっと図りづらい部
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分がありまして、またそういった詳細な情報もいただければというふうに思いますんで、

その辺はちょっと要望しておきたいと思います。以上です。 

○門脇分科会長 中田委員。 

○中田委員 随分以前も、例えば２０年近く前でしょうか、ＧＩＳなんかがはやり出した

ころも、先行するところはかなり先行して、例えば津山市のほうでしたでしょうか、導入

を先駆けてやったところもあったんですけども、この世界ですので、日進月歩でいくと思

うんですね。それで、先ほど副市長答弁されましたけど、いわゆる準備作業としての洗い

出しをとにかく先行してやっていって、それがどういうふうに置きかえていけるのかとい

うのは、その時点のところにおいて、見通してというか、見込みを立ててやっていったほ

うが、私は後から、しまったみたいなことにならないんじゃないかなと。 

 あわせて、今回の窓口業務ですけれども、ＧＩＳのときにも議論したんですけども、例

えばあのときは地図情報ですとか位置情報のベクトル情報なんかを非常に汎用性の高いシ

ステムとして構築できるということで、そこには手が着きませんでした。だけど、今後は

こういうのが、汎用性の高いシステムが、基幹システムがあれば、かなり役に立っていく

んではないかと思っておりまして、そうすると、結構投資的事業として考えていかないと

だめな予算規模になってくるんではないかなという思いもありますので、しっかり窓口業

務以外のそういった業務についても洗い出しをしていただいて、置きかえ可能なベースを

つくっていただくことをしっかり取り組んでいただきたい、これを要望しておきたいと思

います。 

○門脇委員長 岩﨑委員。 

○岩﨑委員 私もスマート窓口、これについてなんですけど、今までずっとやりとりを聞

いていまして、大まか理解のできたところもございますけども、予算ですので、このシス

テム、システム構築に当たってということで、予算が、このシステム自体が例えば買い取

りなのか、リースなのかとか、このシステムを一回大口のシステムを入れておけば、今後、

このスマート窓口のいろいろ洗い出しをされた事務事業にも全て対応できるものとか、あ

るいは今回の子育て関連の窓口システムのものだけに対応できるとか、ちょっとそこら辺

を教えていただけませんでしょうか。 

○門脇分科会長 塚田調査課長。 

○塚田調査課長 このたびのシステム開発は、先ほども申し上げたとおり、子育て分野を

念頭に置いております。このたびの予算につきましては、実はシステム構築の委託料、事

業者にお支払いする委託料でございまして、システムが完成いたしまして、先ほど副市長

からも御答弁申し上げましたが、順調にいきますと令和３年の１０月あたりだと思います

が、実際にシステムが稼働するようになると、事業者への今度はシステム使用料をお支払

いするような格好で、今議会であわせてその債務負担もお諮りをしているようなところで

ございます。今回は子育て分野に限りということで、新たな分野に広げていく場合には、

別途システム構築が必要になるということでございます。 

○門脇分科会長 伊澤副市長。 

○伊澤副市長 今のお尋ねは、今回のシステムの開発がその後に続く、システムとのつな

がりはどうなるのかという御質問だったと思います。これは当然、また資料をお配りさせ

ていただきますが、全体構想を持っておりますので、最終的には全ての可能な窓口業務を
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システム化していくということを前提とした第一弾の開発ということで、業者のほうと一

緒になって開発したいと思っております。したがいまして、後ろにやってくる子育て業務

以外の業務の開発と当然接合させて、システム開発を進めていくと、このような段取りに

なります。以上です。 

○門脇分科会長 岩﨑委員。 

○岩﨑委員 今の副市長の答弁で、何となく見えてはきたと思うんですけども、要は今回

大きな予算をここで入れておいて、しっかりと構築をしていく、開発をしていくというこ

とがまず一つ。今後、さらに展開するために、それは全くゼロ円ではないとは思うんです

けども、大口が一応終わっているので、それなりのシステム移行をするための予算等々で

終わるんだろうというような判断で今後の展開、そういうふうに受けとめてよろしいんで

すね。ちょっと改めて済みません。 

○門脇分科会長 伊澤副市長。 

○伊澤副市長 今後の展開ですけど、少し御説明いたしますと、実は国のほうでも今、地

方自治体、国自身もそうなんですけど、大幅にＩＣＴ化しようと。デジタルファーストと

いう言葉をお聞きになったこともあると思います、加速的に電子情報化を進めようという

ことで、地方自治体をどう電子化していくのかという具体的な実は検討も始まっておりま

す。ただ、いろんな自治体で、実はさまざまなシステムが使われているというのが今の現

状でありまして、究極は国が統一のものをつくって、地方に配るというやり方もひょっと

したらあるのかもしれませんが、なかなかそうはならんだろうということで、いわゆる標

準となるフォーマットといいましょうか、そういったようなものもつくって示してくると

いうような動きも、実は今、同時進行で進んでおります。 

 何が言いたいかというと、そういった動きも含めて、ちょっとこれから先、少し動きが

読み切れないところもあるんですけど、結論は、できるだけ最少の投資になるようにオペ

レーションをしていきたいというふうに思っておりますし、それから、今はとりあえず米

子市の単独という形にしておりますが、できるだけよその自治体とも一緒になって組んで

いく、そうするとコストダウンが図れますので、こういったことも工夫したいと思ってお

ります。以上です。 

○門脇分科会長 ほかにございませんか。 

 石橋委員。 

○石橋委員 関連で。今、伺っていたところでは、今回のこの予算は委託料、このシステ

ムを構築するための作業をどこかに委託する委託料だと言われました。そして、令和３年

度の１０月ごろから稼働するとして、その後の運営も委託するというふうに伺ったと思い

ます。ずっとこのシステムを運営していくのは、その委託する民間の会社になるわけです

か。 

○門脇分科会長 塚田調査課長。 

○塚田調査課長 現在のところ、システム構築ができまして、サービスを利用していくと

いうのは、１０年間を想定しております。そこから先というのは、ちょっと現在のところ

ではお答えするようなことはできない、システムは１０年間の使用というのを想定してい

るということです。 

○門脇分科会長 伊澤副市長。 
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○伊澤副市長 今の委員の御質問は、システム開発の後の運営をという話だったと思いま

す。運営という言葉をどういうふうに私が理解しているのかっていうのがちょっと迷いま

すので、もし違っていたら後で御指摘いただければと思いますが、運用は当然市がやって

いきます。開発は、市の職員もかかわりながら業者がやっていきます。今回お願いする予

算はこの部分です。そして、開発ができますと、今度は運用が始まってまいります。運用

自体は市がやるわけですけども、そのシステム保守、システムというものはコンピュータ

ーの機器、それからプログラム等で構成されますので、これを保守運営する部分を業者に

委託いたします。それに係る経費、概算で大体年間で１,２００万ぐらいかなというふうに

見ておりますが、これもまだ確定した額ではございませんが。あるいは、先ほど申し上げ

たとおり、もし仮にこれを共同運営するということになれば、どっかの自治体と頭割りで

安くなるというようなこと、実はそういったことも、今、話を始めておりますけども。そ

ういうことで経費節減に努めますが、運用は市がやる、ただしシステム保守を業者がやる

ということだというふうに御理解いただきたいと思います。以上です。 

○門脇分科会長 石橋委員。 

○石橋委員 今、説明していただきましたけども、市民の情報が膨大に入ったものですか

ら、その情報が漏えいしないっていう保証はあるのかっていうところが大変気になるとこ

ろなんです。システム保守を委託の会社にはしてもらうんだという説明で一応わかりまし

たけれど、情報が漏れるっていう心配は本当にないんでしょうか。 

○門脇分科会長 伊澤副市長。 

○伊澤副市長 これは現在でも、実は基幹業務、住基系も含めてさまざまなシステムを、

先ほど御説明したとおり運用は市がやっておりますけども、同じようにシステム保守等は

業者の方にお願いしております。この関係は全く変わりません。当然、秘密保持契約とい

いましょうか、保守契約といいましょうか、その中で秘密保持等について厳格に契約も結

んでやっておりますし、現在までのところ、業者の関係でそういった事故等が起きたとい

うことはないというふうに承知しております。以上です。 

○門脇分科会長 ほかにございませんか。 

 今城委員。 

○今城委員 ２点あるんですが、まず１点目、５ページ、６ページのところ、下段、上段

に米子ゴルフ場整備とゴルフ場の環境整備事業が２つに分けて計上されています。根拠法

令としての公正証書に関する確認書をもとにして、この予算は毎年計上されているものが

あるんですけれども、これは十分承知した上なんですけれども、経営状況などのことを考

えていく上で、例えばことしでは、特別なことかもしれませんが、コロナの関係で今後の

経営がどうなっていくのかなっていうこともちょっと不安なものを感じるところの中で、

今後もこういう保守に関する費用をずっと米子市が担い続けていくという考え方でいいの

か、それとも、例えば個別施設計画等の中で、これを今後どうしていくということが持ち

上がってくるというか、考え方として、それも俎上に載ってくるということがあるのか、

その辺の考え方とか、今後の持っていき方みたいなことがあれば教えてください。 

○門脇分科会長 瀬尻総務管財課長。 

○瀬尻総務管財課長 保守についての考え方ですが、この公正証書のほうに取り交わして

いる確認書の中で、お互いに大規模な保守については市のほうでやっていくということに
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なっておりますので、今後についても同じような考え方でしていきたいと思っております。 

○門脇分科会長 今城委員。 

○今城委員 ということですので、その辺は現状として承知しているところではあるんで

すけれども、これは要望としてですが、各施設についても総合管理計画の中で個別施設計

画を立てていくという中で、ここだけ特別ですよ、こういうものがあるのでっていう考え

方なのかどうなのかっていうのを教えていただきたいところと、やっぱりどう考えても、

今後何十年も先のことまで考えていくと、どこかの時点であり方をきちっと決めていかな

いといけないときがやってくると思うんです。それがことしだとか来年だとかと言ってる

わけじゃないんですけれども、これはやっぱり総量ということを考えていく上で、これだ

け別ですよということには成り立たないのではないかなというふうに、だんだん思ってく

るところなんですけど、その辺の考え方を教えておいてください。 

○門脇分科会長 瀬尻総務管財課長。 

○瀬尻総務管財課長 考え方なんですけど、ここ１０年、改修工事、何が必要なのかとい

うこと自体は計画にしておりまして、その中でゴルフ場のほうと協議しながら、今後この

先もことも協議を踏まえて話しながらやっていかないといけないかなと思っております。 

○門脇分科会長 今城委員。 

○今城委員 あり方として、やはりこれ自体を持ち続けるのかどうなのかという意味での

考え方は、少し検討してみてください。今すぐお答え下さいということではないです。や

っぱりその辺は考えていかないといけない時期が必ず来ると思いますので、それは個別施

設計画の考え方と同じ条件で考えてくださいねという意味で、ひとつお願いしておきたい

と思います。 

 もう一点、６ページの下の段、公共職業安定所の跡地の購入についてです。庁舎ビジョ

ン等でも御説明をずっといただいてきておりますので、私としてはしっかりとこれは取得

をしていただきたいと将来的なことも考えまして思っているところなんですけれども、や

っと今回予算として上がってきたというところで、実際この予算内で取得が必ずできるの

かというところ、目指していくということは再三お聞きしているんですけど、じゃあこの

予算内でできなかった場合はどうするのかというところ、前回の委員会等でも少しお話も

ありましたが、せっかく予算という形で出ていますので、一度そこら辺の確認をさせてく

ださい。 

○門脇分科会長 塚田調査課長。 

○塚田調査課長 委員会のほうでもお答えをしたと思いますが、これは公共随契という格

好で見積もり合わせを行います。５回することになりますが、折り合わないという可能性

もないことではないというふうに思っております。 

 もし取得できない場合にどうするかということでございますが、これも繰り返し申し上

げてきましたが、今のところ既存の建物の余剰スペース等を利用しながら何とか再編を進

めていきたいと、このように考えております。 

○門脇分科会長 今城委員。 

○今城委員 ということになりますと、今年度の予算で取得できない場合は、今年度につ

いては取得をしない可能性もあるという考え方でいいということですか。もしくは来年度

とか、チャンスがあればまた応募するということですか。 
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○門脇分科会長 塚田調査課長。 

○塚田調査課長 とりあえず今のところは、何とか購入したい、取得をしたいという気持

ちでおりまして、取得できなかった場合には、まず第一には既存のスペースの活用を考え

させていただくような格好になろうかと思いますが、いろいろ既存のスペースが十分活用

できないということであれば、改めて取得ということも検討する必要があるのかなという

ふうに思います。 

○門脇分科会長 今城委員。 

○今城委員 既存スペースを使うということは重々承知した上で、だからこそ頑張って取

得していただきたいので、この５回の入札、見積もり合わせで合わなかった場合、また例

えば次回とか次年度になるのか、そこの見積もり合わせをどこの時点に持っていくのかと

いうところが、予算ですから、この予算をどういう形で執行するのかということが聞きた

いところなんですけれど。これはどうなんでしょうかね、こちらで予定できるものでもな

いのもありますから、どうでしょうと思いますけど、頑張って取得していただきたいとい

うのが私の気持ちですので、それをお伝えして、もし何かあればということで。 

○門脇分科会長 伊澤副市長。 

○伊澤副市長 今、塚田課長のほうからお答えしたとおりなんですけども、基本的には取

得を目指していきたいということであります。これは相手があることでありますので、折

り合えるかどうかということであります。仮にという話でありますが、これが不調に終わ

った場合にということであります。不調もどの程度の不調なのかというようなこともきっ

とあるんだろうと思っておりますが、一つだけはっきり申し上げたいのは、我々としては

現在見積もっている金額、程度が妥当な金額だろうと、こういうふうに考えておりますの

で、折り合わないからといって、やたら高い金額で無理して購入するということは適当で

ないんだろうと、このように思っております。したがいまして、この金額程度で取得を目

指したいということが一つ。それから、購入がかなわなかった場合ということになります

と、これもさまざま庁舎ビジョンのほうでも申し上げておりますが、できるだけ避けたい

と思っておりますけども、旧庁舎新館部分でのいわゆる簡易な庁舎、あるいは民間ビル等

のリーシングといったようなもので対応していくと。もちろん、先ほどから申し上げてお

りますとおり、今後、事務スペースも、実は先ほど申し上げたＩＣＴ化等でかなり、多分

少しずつ減ってくるだろうと思っています。一番減るのが、実は紙が減るという話があり

まして、今、書庫とか結構いろいろ物置き場にたくさん使っていますので、こういったよ

うなものとか、当然職員も減っていくということ。これは機械化に伴って職員の数が必然

的に減っていきますので、こういったようなことを勘案しながら、調整しながらやりくり

していくということになっていきますが、まずはこの金額程度で取得を図りたいと、この

ように考えております。以上です。 

○門脇分科会長 中田委員。 

○中田委員 ちょっと別な項目なんですが、説明書の７３ページの消防団車庫整備事業に

ついてなんですけども、ちょっと記憶が定かでない、昨年の決算審査のときだったと私は

思うんですけども、私が質問して確認したことなんですが、さっき説明もあった年次的な

消防団車庫の建てかえということと、消防ポンプ車両の更新の年次計画とがリンクしてま

すかという問いに対して、リンクしていないということで、リンクをきっちりしていただ
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かないと、新しい消防車の車両が大きくなっていて消防車庫に入れない分団もあるという

ことから、そこをリンクさせていただきたいということを要望した記憶があるんですが、

その辺については、この計画をすり合わせた上での新年度からの年次計画なんでしょうか。 

○門脇分科会長 田中防災安全課地域安全担当課長補佐。 

○田中防災安全課地域安全担当課長補佐 今御質問のありました消防団車庫整備と消防

ポンプ自動車の整備計画についてでございますけれども、基本的な考え方といたしまして

は、消防団車庫については、おおむね築４０年を経過した消防団車庫から整備を行ってい

く、更新整備を行うこととしております。消防ポンプ自動車につきましては、こちらはお

おむね２０年を経過した消防ポンプ車の更新整備を行うということで、おおむねの計画は

立てております。ただ、こちらの計画につきましては、防衛省等を初め各種補助金等の活

用ということもありますので、将来的な計画の順番については、随時変更等も図っていか

なければならないというふうに考えております。 

 今、御質問のありましたポンプ自動車と車庫の整備の年数の整合性ということでありま

すが、今現在、直接的にリンクをしているものではありませんが、先ほど申し上げました

諸状況によって、計画を見直すに当たっては、そういったことも加味して、計画のほうの

調整を図りたいというふうには考えてはおります。以上です。 

○門脇分科会長 中田委員。 

○中田委員 私が言いたいのは、まず肝心なのは、消防車両の更新のほうが肝心なんです

ね、実際の災害対応として。その災害対応として必要な消防ポンプ車両の更新をしように

も、例えば現在の車庫には入らないという分団があるんですね。いつ更新するかは別の問

題ですよ。だから、私は昨年、すり合わせというか、リンクをきちっとさせた年次計画を

組み立てていかないと、肝心なことが順番を後にするというようなことも場合によっては

起きるのではないかという懸念があることから、それをきちっとリンクさせた計画にして

くださいと申し上げたんです。端的に、それはきちっと踏まえた年次計画としてやってい

くということでよろしいんですか。 

○門脇分科会長 田中地域安全担当課長補佐。 

○田中防災安全課地域安全担当課長補佐 今の御質問についてでございますけれども、先

ほど申し上げました現在の時点では直接的なリンクというのは行っておりませんけれども、

ただ、これも先ほど申し上げましたが、数年後以降につきましては、やはり補助金等の活

用によりまして順番が変わり得るということが、ポンプ車、そして車庫のほう、両方とも

考え得る状況でございますので、もちろん加味をして、前後関係を修正していくというこ

とは当然あり得ることだというふうに考えております。 

○門脇分科会長 永瀬防災安全監。 

○永瀬防災安全監 決算のときに中田委員のほうから御指摘いただいたことは十分、課内

でいろいろ話をしております。それで今、年数の違いがずれてますよという話で、かつ、

それを調整するというぼやっとした話は、担当のほう、させていただいておりますけど、

今後そういった消防ポンプ自動車を整備するときに、車庫との関連性、こういったものを

十分よく点検しながら、場合によって老朽度に関係なく、ちょっと変えるとか、そういっ

たことは当然考えていかないといけないというふうに思っておりますので、以後、考えて

いきたいと思います。 
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○門脇分科会長 中田委員。 

○中田委員 ぜひお願いします。場所によっては、現在のポンプ車両の車庫がある場所で

は建てかえが難しいというところもあったりするんですね。違う場所に建てなければいけ

ないというようなこともあるので、結構大きな動きになる場合も想像されるんですね。だ

から、早目早目にその辺をすり合わせといていただいたほうが、ぎりぎりになってという

ことにならないと思うので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

○門脇分科会長 ほかにございませんか。 

 石橋委員。 

○石橋委員 返りますけど、２ページの防災ラジオの整備事業です。本会議のほうでも質

疑しておりますけれども、このラジオ、個人の負担が３,０００円という設定について、や

はり高いなというふうに思うわけですけれど、この事業、それこそなかなか放送が聞こえ

ないっていう声がある中で進めていくっていうのは歓迎です。その場合に、やはりお年寄

りの単身の世帯などが一番情報が入りにくいような状況だと思うんですけれど、ここの中

で、５００台は支援の要るようなところに配布しますという話がありましたけれど、要支

援の方っていうのは、何か身体的に要介護度が進んでいる方とか、いろいろ条件があると

思うんですね。一般的な高齢者になかなかそれは行き届かないだろうと、単身の老人の世

帯っていうのが一番情報が入らないで逃げおくれがあるんじゃないかっていうところを心

配するわけですけれど、そういうところの中で、例えば生活保護の世帯などは３,０００円

の負担っていうのはかなり重たいですよね、１回切りですけど。でも、それこそかなり親

しい人のお葬式にも香典が出せないから行けないという声も聞いております。そういう実

態ほどは受けていないけれど、ひとり暮らしの単身の老人の世帯の家計はなかなか厳しい

と思います。そういう意味ではもうちょっと金額が考慮できないのか伺います。 

○門脇分科会長 永瀬防災安全監。 

○永瀬防災安全監 この金額の件につきましては、岡村委員さんのほうからも御意見いた

だいたところでございます。それから、その前にも代表質問のときにも、調達価格に対し

て幾らぐらいの金額にするかっていうことで、鳥取市の事例なんかも紹介していただいた

質問をいただいております。予算としては、もちろん３,０００円を基準とする予算を上程

させていただいておりますので、現時点におきましては、３,０００円を基本としながらも、

今後、実際には、今１万２,０００円というふうに見込んでおりますけど、その調達価格が

実際のところ、実行段階におきまして幾らになるのかと、そういったことも考えながら、

あるいは鳥取市のような、２,０００円を設定されましたけど、そういったことも考えなが

ら、全体の歳入と歳出予算の中でちょっとやりくりも考えて、どのぐらいの設定が適正な

のかということを十分検討したいと思います。 

○門脇分科会長 三木防災安全課長。 

○三木防災安全課長 済みません、補足させていただきます。５００台の提供の分ですけ

れども、これにつきましては地域防災に活用していただくために、自治会長または自主防

災の会長、あるいは消防団の分団等に配布するものでございます。以上です。 

○門脇分科会長 ほかにございませんか。 

 岡田委員。 

○岡田委員 先ほど今城委員が言われました５ページのところの米子ゴルフ場の件なん
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ですけれども、これは毎年、整備事業ということで予算を出しておられまして、あと松枯

れ関係の予算も出しておられるんですけれども、そもそも、先ほどあったように普通財産

なんですよね。行政財産じゃなくて普通財産ですよね。それで、あり方ということもやっ

ぱり検討したほうがいいという御意見も先ほどもありまして、私もそのとおりだと思うん

ですけれども。要は、所有は米子市なんだけれども、運営は民間の方にやっていただいて

いると。今の時点では、収支はある程度合っていまして、米子市のほうに入ってくるお金

のほうが、出ていくお金よりも入ってくるお金のほうが多いという状況なんだろうと思う

んですけれど、そもそも資産を管理する立場として、例えば所有権が民間の方に移った場

合に、固定資産税としてはどれぐらい入るものなんですか。そういう評価っていうのはし

ておられますか。 

○門脇分科会長 瀬尻総務管財課長。 

○瀬尻総務管財課長 岡田委員の質問なんですけど、固定資産税とかの評価のほうは今の

ところまだしておりませんので、ちょっと仮評価という形で調べてみたいと思っておりま

す。 

○門脇分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 要は、例えば年間に、利益だけの問題ではないと思うんですけれども、収支

というところに視点をまず当てれば、例えば今の時点で米子市がプラス・マイナス３,００

０万もうかっているといいますか、収支が合っている。でも、簡単に言うと、所有権移転

すると固定資産税だけでも例えば３,０００万円入るということになりますと、これは米子

市そのものが持っている必要性というのはどこまであるのかなと。要は、行政が必ずしな

ければならないという業務でもないというふうに思いますし、やはり民間の方にきちっと

持っていただくほうがいいのかなと、こういう業務に関しては、思うところがありますの

で、今年度とか来年度どうのこうのということではないんですけれども、そういうデータ

もぜひとも出していただきたいということ。それと、先ほど１０年ぐらいの改善計画とい

うか、この施設に対してどの程度コストがかかるのかというのは、計画としてはおありな

んですか。その中での令和２年度の予算という形で、私たちは見させてもらってよろしい

んでしょうか。 

○門脇分科会長 瀬尻総務管財課長。 

○瀬尻総務管財課長 岡田委員のおっしゃるとおりに、１０年間のほうの計画の中の一部

ということになっております。 

○門脇分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 最後にしますけど、ぜひ、先ほど申し上げました固定資産税の評価等も含め

まして、この資産が普通財産、米子市民の財産ということに今はなっているんですけれど

も、これを所有し続けるのがいいのか、民間のほうに持っていただくのがいいのかという

ことも、やはり将来的にはきちっと検討すべきことだろうと思いますので、ぜひそういう

ことを検討するための材料をまた提供していただくように要望しておきたいと思います。 

○門脇分科会長 ほかにございませんか。 

 国頭委員。 

○国頭委員 予算説明資料ではないんですが、事業別予算説明書の３ページの３目、庁舎

管理事業、前年度よりは１,３００万上がっているんですが、ここは何が上がったのかとい
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うことと、それから、４ページの１１目、災害対策事業、各種災害に対応できる環境整備

を目的とした関係設備の維持管理ということなんですけど、委託料が主なんですが、これ

についてどういったものなのかお聞きしたいと思います。 

○門脇分科会長 瀬尻総務管財課長。 

○瀬尻総務管財課長 上がった原因ですが、委託料のほうが伸びているということでござ

います。 

〔発言する者あり〕 

 済みません、ＰＣＢ処理委託料が伸びていたためです。 

○門脇分科会長 永瀬防災安全監。 

○永瀬防災安全監 災害対策事業の委託料の内訳なんですけども、点検委託料としまして

非常用発電機の保守点検というものが来年度から入ってきます。あとは、これまでもござ

います蓄電池設備のメンテナンス委託料がございますけど、増額部分としましては、今年

度整備が完了します非常用発電機、これの保守点検部分の金額が委託料として増額になる

ということでございます。 

○門脇分科会長 国頭委員。 

○国頭委員 庁舎管理はＰＣＢだけで１,３００万上がるということですね、説明による

と。確認ですけど。 

○門脇分科会長 瀬尻総務管財課長。 

○瀬尻総務管財課長 主なものでそういった形になっております。 

○門脇分科会長 いいですか。ほかにございませんか。 

〔「なし」と声あり〕 

○門脇分科会長 それでは、ないようですので、次に参ります。 

 議案第３６号、令和２年度米子市土地取得事業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 下関財政課長。 

○下関財政課長 議案第３６号、令和２年度米子市土地取得事業特別会計予算の概要につ

いて御説明をいたします。お配りしております令和２年度事業別予算説明書をごらんいた

だきたいと思います。 

 ２０９ページをお開きください。上の表、起債償還元金といたしまして４,７０２万円を

計上しております。これは平成１８年度に土地開発公社経営健全化計画に基づきまして土

地開発公社の用地を取得しております。その際発行しました市債の償還金のうち、元金部

分を計上したものでございます。 

 続きまして、下の表、起債償還利子としまして１１４万３,０００円を計上しております。

これは先ほど御説明いたしました市債の償還金のうち、利子部分を計上したものでござい

ます。なお、土地開発公社は平成２５年度末に解散いたしております。説明は以上でござ

います。 

○門脇分科会長 当局の説明は終わりました。 

 委員の皆様からの意見を求めます。 

〔「なし」と声あり〕 

○門脇分科会長 それでは、ないようですので、予算決算委員会総務政策分科会を暫時休
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憩いたします。 

午前１１時２６分 休憩 

午後 １時２５分 再開 

○門脇分科会長 予算決算委員会総務政策分科会を再開いたします。 

 議案第２７号、令和元年度米子市一般会計補正予算（補正第４回）のうち総合政策部所

管部分を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 長谷川総合政策課長。 

○長谷川総合政策課長 そういたしますと、議案第２７号、令和元年度米子市一般会計補

正予算（補正第４回）のうち総合政策部所管部分について説明をさせていただきます。 

 お手元の令和元年度米子市補正予算書をお願いいたします。補正予算書の２９ページを

お開きください。２９ページでございますけれども、２款１項９目企画費の部分でござい

ます。企画費の右端の説明欄をごらんいただけますでしょうか。説明欄に事業が５つござ

います。この５事業が総合政策部所管の事業でございますが、いずれの事業も事業実施に

伴います実績見込みの増減に伴いまして、それぞれ必要な額を減額または増額補正するも

のでございます。説明は以上です。 

○門脇分科会長 当局の説明は終わりました。 

 委員の皆様から意見を求めます。ございませんか。 

〔「なし」と声あり〕 

○門脇委員長 それでは、ないようですので、次に、議案第３４号、令和２年度米子市一

般会計予算のうち総合政策部所管部分を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 長谷川総合政策課長。 

○長谷川総合政策課長 そういたしますと、議案第３４号、令和２年度米子市一般会計予

算のうち総合政策部所管部分について説明をさせていただきます。説明資料は、お手元の

令和２年当初予算歳出予算の主な事業の概要（予算説明資料）、こちらでございますけれど

も、この予算説明資料で進めさせていただきたいと思います。 

 この予算説明資料の、まずは９ページをお開きください。予算説明資料の９ページでご

ざいます。総合政策部所管の事業のうち新規事業など主な事業につきまして、かいつまん

で説明をさせていただきます。まず、９ページの上の段でございますけれども、わかりや

すいまちづくり推進事業といたしまして、２１０万円を計上しております。これは道路通

称名の設定につきまして、新たに２路線を追加しようとするものでございます。 

 続きまして、下の段、公共交通利用促進事業として、１０９万４,０００円を計上してお

ります。この事業は、イベントなどでバスの割引券の配布、または利用啓発を行うことで、

公共交通の利用促進を図ろうとするものでございます。 

 続きまして、１０ページをお開きください。上の段、新たな総合交通体系の調査研究事

業といたしまして、１９７万５,０００円を計上しております。これは、公共交通の専門家

とのコンサルタント契約によりまして、本市の公共交通体系を点検いたしまして、新たな

交通体系の構築のための施策を検討するものでございます。 

 続きまして、１１ページでございます。上の段、高校生通学費助成制度でございます。
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３４０万２,０００円を計上しております。これは、県内の高等学校等に公共交通機関を利

用して通学する生徒に対する通学費の補助制度を新たに設けるものでございます。 

 続きまして、下の段でございます。高齢者バス運賃助成制度でございます。１,６６２万

４,０００円を計上しております。これは、これまで運転免許を自主返納された方に限定し

ておりました高齢者バス定期券の購入補助につきまして、その対象者を満７０歳以上の全

ての高齢者に拡大するものでございます。以上のように、公共交通につきましては、令和

２年度から公共交通ビジョンを具現化するべく、さまざまな事業を展開していくこととし

ております。 

 続きまして、１２ページをお開きください。下の段でございます。明日を創るふるさと

教育推進事業として、６２万円を計上しております。これは、先日締結いたしました協定

によりまして、米子西高が行いますふるさと教育に関する活動に対しまして、協力支援を

行うものでございます。 

 次に、１５ページをお開きください。１５ページの上の段、弓浜コミュニティー広場休

憩施設整備事業として、２,９５２万４,０００円を計上しております。これは、弓浜コミ

ュニティー広場の利用者の利便性向上を図るため、更衣室、待避所としての休憩施設を整

備するものでございます。 

 続きまして、大きくページが飛びますけれども、５６ページをお開きください。５６ペ

ージ、下の段でございます。伯耆古代の丘公園整備事業といたしまして、３,２２２万１,

０００円を計上しております。これは、伯耆古代の丘公園への誘客を図るため、遊具やフ

リースペースの整備、それからトイレの洋式化などを行うものでございます。説明は以上

です。 

○門脇分科会長 当局の説明は終わりました。 

 委員の皆様からの意見を求めます。 

 岩﨑委員。 

○岩﨑委員 では、まず９ページです。公共交通利用促進事業についてお尋ねをします。

これは、どういう場所で配布する予定に大体なっているのか、それからどんな配布方法で

していくとお考えになっているのかお尋ねします。 

○門脇分科会長 石上総合政策部次長。 

○石上総合政策部次長兼交通政策課長 イベント等につきましては、中心市街地の活性化

に資するイベント、もしくは介護予防等、市の施策に合致するようなイベント等で配るこ

とを想定しております。 

 配り方につきましては、例えば入場券とかがつきますものにつきましては、入場券に刷

り込んで配る、もしくは会場で来られた方に配るという２つの方法等がありまして、今後、

イベントとの打ち合わせになります。それぞれのバスの割引券につきましては、当日限り

有効と日付を打ったものにする予定でして、ほかの目的には利用できず、そのイベント等

に、もしくはその関連したことで使えるようなことで配るようにしております。詳細につ

きましては、今後イベントとの打ち合わせの上で決定いたします。 

○門脇分科会長 岩﨑委員。 

○岩﨑委員 わかりました。効果が上がることを期待しております。それと、説明がなか

ったんですけど、ちょっとこれはどうかなと思うんですが、１２ページの上の段、地域振
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興課はここではなかったですか。この予算説明はなかったのですが、いいですかね。よろ

しいですか、委員長。 

○門脇分科会長 ちょっとお待ちください。大丈夫ですね。 

 じゃあ、岩崎委員、続けてください。 

○岩﨑委員 では、いきます。これは大体５年に一度ということでの周年事業でというこ

とでございます。聞きたいことは、例えば５年前もこの記念式典がありました。それは目

的としては交流を図るということと、あわせて、例えば文化交流であったり、市民団体の

交流であったり、さらに活発に交流ができればというような運びでの記念式典であるとい

うふうに認識しておりますけども、その後、５年前から比べて、今回２５周年、どのよう

に変わってきたのか、この交流がどうだったのかというようなことをお尋ねしたいと思っ

ております。 

○門脇分科会長 奥田総合政策部次長。 

○奥田総合政策部次長兼地域振興課長 束草市との姉妹提携の２５周年事業に関係しま

して、５年前の事業からの進展ということでお問い合わせですけども、これにつきまして

は、５年前には、米子市のほうから市長を中心としました代表団と芸能交流団が束草のほ

うに参りまして、向こうで友好を深めました。今回、令和２年度は、２５周年につきまし

ては、束草市のほうから米子市のほうに代表団並びに文化芸能団をお招きして、米子の市

民の方に広く友好を深めていただきたいと思っています。 

○門脇分科会長 岩﨑委員。 

○岩﨑委員 割合この式典っていうのは、行政同士の、言ってみれば身内同士の交流とい

うような印象も、もしかしたら持たれるかもしれません。というのは、全体的にこの米子

市を挙げて本当に交流が図られているかというと、ちょっと疑問なところも若干あるよう

な気がします。さらに活発に民間団体等々、交流が図られることを期待して質問を終わり

ます。 

○門脇分科会長 ほかにございませんか。 

 中田委員。 

○中田委員 例えば内訳を見ると、訪問団の滞在費なんかも金額がはじいてあるんですけ

ど、向こうが決めることだとは思うんですけど、大体何人ぐらいを想定したものとなって

いるんでしょうか。 

○門脇分科会長 奥田総合政策部次長。 

○奥田総合政策部次長兼地域振興課長 これは、向こうから来られますのは、想定してい

ますのは、市長を代表とする代表団並びに市民の方々の文化芸能団を含めまして、総勢２

０名を想定しています。 

○門脇分科会長 中田委員。 

○中田委員 先ほど言われたように、５年前はあちらに行って、非常に手厚いといいます

か、大歓迎を受けたはずなんですよね。実は、その前の年でしたでしょうか、がいな祭の

ときに来られて、歓迎のパーティーというか、をしたこともあるんですけども、かなり向

こうと温度差が私はあったと思っているんですよ。やっぱり文化的にそもそも違うんです

が、我々は我々の日本の米子としての文化を持ち合わせた歓迎の仕方がもちろんあると思

うんですけども、中身は違っても余り温度差を生じさせないような、やっぱりきちっとし
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た受け入れというか、歓迎の仕方っていうのがあると思いますので、そこら辺は、実はち

ょっと金額的にも本当に足りるんだろうかなって一瞬思ったんですけども、ぜひそういう

のは、こういう時世ですから余計に、この交流の持つ意味というのはあると思いますんで、

そこら辺をしっかりやっていただくだけのやっぱり取り組みというか、この事業に臨んで

いただきたいってことを要望しておきたいと思います。 

○門脇分科会長 ほかにございませんか。 

 石橋委員。 

○石橋委員 最初に１１ページの上段、高校生通学費助成制度ですけれど、鳥取県は、例

えば５,０００円を超えるところというふうに、枠を広げた場合にも助成をするというふう

には言っておられますけれど、助成を広げる、５,０００円以上にするとかということは十

分に検討されたんでしょうか。 

○門脇分科会長 石上総合政策部次長。 

○石上総合政策部次長兼交通政策課長 総括質問でもお答えいたしましたが、検討はいた

しました。けれども、７,０００円である程度本来の趣旨である長距離通学者の支援はでき

るということで、県内他市の状況も見て７,０００円、もとの県の条件どおりで行うことと

いたしております。 

○門脇分科会長 石橋委員。 

○石橋委員 次、行きます。同じページの下段です、高齢者のバス運賃助成事業。これは、

免許返納者に限らず広げたということで、それはグランド７０ということで７０歳以上の

高齢者っていうことなんだと思うんですが、返納したときから６カ月分を２回とかいうよ

うな限定で、その後の助成はなかったと思うんですね。グランド７０の場合も、やはり１

年で終わるような助成っていうことでしょうか。 

○門脇分科会長 石上総合政策部次長。 

○石上総合政策部次長兼交通政策課長 御指摘のとおり、免許返納者に関しましては、グ

ランド７０を１年間に限り１,０００円で販売しておりますが、これは引き続き来年度以降

もございます。それに加えまして、条件なしで７０歳以上でしたらいつでもグランド７０

が、ちょっと金額が変わりますが、１万３,１００円で買えるという制度を新たに設けまし

て、こちら回数制限等はありません。ですので、免許返納の２年目、３年目の方が使われ

たりとか、もしくは免許返納に関係なくて、高齢者の方でバスに乗って活動範囲を広げた

いという方がおられましたら誰でも利用できるような制度としております。 

○門脇分科会長 石橋委員。 

○石橋委員 わかりました。もう一つ伺います。次のページの１２ページ下段ですけれど、

明日を創るふるさと教育推進事業ということで、米子西高と提携してふるさと教育を進め

るということなんですが、協力支援する内容について、もうちょっと具体的に詳しく教え

ていただけませんか。 

○門脇分科会長 長谷川総合政策課長。 

○長谷川総合政策課長 ふるさと教育に係ります協力支援の内容でございますけれども、

まず、ふるさと米子市を題材といたしました、取り組んでいただく課題テーマ、これを米

子市のほうからも提供をさせていただきます。それから、その課題テーマの探求に当たり

まして、さまざまに勉強したり、調べたりされる場合に、米子市の職員のほうからも協力
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いたしますし、もしくは地域の方、これをアドバイザーということでお願いするなどして、

学習を深めていただくといったようなことも協力をしていきたいというぐあいに考えてお

ります。以上です。 

○門脇分科会長 石橋委員。 

○石橋委員 これは、米子西高の授業の一環として行われるっていうことですか。 

○門脇分科会長 長谷川総合政策課長。 

○長谷川総合政策課長 授業の一環として行われます探求の授業がございまして、その中

で、ふるさと教育を選択される生徒さんにつきまして、その活動を協力するものでござい

ます。 

○門脇分科会長 石橋委員。 

○石橋委員 時間数はどれぐらいになるんですか。 

○門脇分科会長 長谷川総合政策課長。 

○長谷川総合政策課長 伺っております計画によりますと、２６時間程度ということで聞

いております。 

○門脇分科会長 今城委員。 

○今城委員 交通政策、先ほどもおっしゃってくださいましたとおり、交通ビジョンを具

現化していく一歩としていくっていうことでおっしゃってくださったところなんですけれ

ども、あえて言えば１０ページの新たな総合交通体系の調査研究事業というところで申し

上げるところかなと思ったりするんですけど、先ほどからずっと各委員がおっしゃってく

ださっています交通政策事業の、例えばバスの割引券の配布ですとか、高齢者に対するバ

スの補助ですとか、いろんな形では出ているのですが、よくよく総括質問を含めてお聞き

していますと、まだこれから制度設計始めますとかっていうことが多過ぎて、実際問題、

今の時点でどういうことが行われて、どういうふうな形になっていくのかっていうのが余

りにも見えなさ過ぎるっていうところが、ちょっと不安を感じるところでもあります。 

 それともう一つは、結局のところ、バスだけではないけど、今はバスを基準にしながら

の予算がついているのだなというふうに思っているんですけど、乗り継ぎがきちっとでき

ていないとか、乗り継ぎが利便性がないっていうところも結構あって、だから使えないと

か、使わないという点もすごくあるかなっていうふうに私は思っているところで、実際問

題、うちのあたりから出るのにも、髙島屋方面を通ってでないとなかなか米子駅方面に出

れないとか、髙島屋方面で一旦乗りかえて、例えば皆生方面に行くんなら乗り継ぎを考え

られてはいるけれども、錦町方面とかに行こうとすると、バス一体どうなってるんだとか、

結局使えないんだよねっていうようなものが非常に多過ぎるという中で、結局乗り継ぎ体

系みたいな感じのことをまず整備をしていかないとっていう意味では、この新たな公共交

通体系の調査研究というのが一番大きな星になるのかなっていうふうには思っているとこ

ろなんですけれども、質問とすると、研究していただいて、いつごろそれが成果として上

がってきて、どういう形のものになり、本当に使い勝手のいい目に見えるようなものにな

るのは一体いつごろなのかな、この１年でできるのかなっていうのが非常に危惧されると

ころなんですが、いかがなもんでしょうか。 

○門脇分科会長 石上総合政策部次長。 

○石上総合政策部次長兼交通政策課長 新たな総合交通体系の調査研究事業につきまし
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ての御質問ですが、要は新年度予算では研究事業しか組んでおりませんので、新年度事業

では、例えば調査事業の上でやって効果があって緊急性がある、もしくはほとんど経費も

かからずできるようなことにつきましては、順次、新年度からやっていこうと思いますが、

予算が絡むものにつきましては翌年度以降ということになります。 

 最終的に、いつ使いやすい交通体系にできるのかということにつきましては、何分明言

はできませんけど、できるだけ早い時期にというふうには考えて事業は進めさせていただ

きます。 

○門脇分科会長 今城委員。 

○今城委員 わかりました。ということですので、十分これはもう、これまでもいろんな

課題になっているところを何とかして動かさないとっていう思いの中でスタートしている

っていうことは重々わかっているんですけれども、そうなってくると、例えば高齢者のバ

ス運賃助成事業とかっていうのが出てきているんですけど、実際問題、グランド７０を利

用して、運転免許返納によってというのがどうやら２４０名ですって総括のときに伺った

んですけれども、その２４０名の方が実際に次の段階として、この５割引き１万３,１００

円を本当に利用するのかなっていうのがちょっと疑問だなっていうふうに思うところと、

それは一つは、１万３,１００円っていうのがどれぐらい利用者にとって、ああ、便利だな

とかよかったなと思えるものになっていくのかっていうのが、ことしから始めることにけ

ちつけても仕方がないんですけど、その辺のところをどう追跡し、どういうふうに考えて

いけるものにしていくのかっていう調査のところまでは、ここはあるのかどうなのかって

いうことや、その調査を踏まえて次の段階に進んでいくときに、どうなのかっていうとこ

ろまでやっていかないと、これあんまり、言い方は変ですけど、何とかバスに乗せましょ

う対策みたいなことにしかならないのだったら、どうなのかなって思ったりする。予算に

対してどうこう思うんじゃないんですけど、せっかくするんだったら、そういう形に持っ

ていけるような仕掛けみたいなところまでいっているのかなっていうところをちょっと伺

っておきたいと思います。 

○門脇分科会長 石上総合政策部次長。 

○石上総合政策部次長兼交通政策課長 高齢者バス運賃助成事業につきましては、昨年度

からしております免許返納者についての補助で、二百数十名の利用がございます。実際の

とこ、２年目以降どのぐらい継続しているかにつきましてはデータがありませんが、鳥取

県西部地区でこのグランド７０の販売枚数を見ますと、うちの補助以外での売り上げは１

００枚程度ですので、多くても継続者はそのぐらいということです。理由としましては、

やはり最初の１,０００円というのがかなり安いですので、乗らなくてもお試しで買って、

実際には乗ってない人も結構いるんではないかと。逆に言うと、その１００名の方はよか

ったから２年目に使ったか、もしくは免許返納と関係なしに買ったかという方ですんで、

その辺のところを追跡も考えております。 

 新年度からは、購入時に介護予防のアンケートを一緒に配ることにしておりまして、半

年に１回の購入ですので、購入者の方の介護予防チェックリスト、フレイル調査のリスト

ですけども、結果がわかるようにしようと思っております。これによりまして、要は単に

バスに乗ることが目的ではなく、バスに乗って行動範囲が広がったり、歩く歩数がふえた

りということで、健康になるか、もしくは健康が害されるのが遅くなるかということをち
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ょっと二、三年かけて追跡しようと思っておりますので、何とかバスに乗せようというだ

けではなくて、本来の目的である市民の健康増進みたいなところまで結びつくようなこと

を考えての上での新規事業と考えていただければと思います。 

○門脇分科会長 今城委員。 

○今城委員 ぜひ、いい結果を残していただけるようにお願いします。 

もう一つ、これはちょっと総括のときにも会派からお願いしたりしたんですけれども、

１０ページの下の段の快適なバス待合環境応援補助金。金額的には１００万ですので、上

限いっぱいまでしたとしても２件程度の予測をしておられるのかなっていうふうには思っ

ているとこなんですけれども、実際、総括のときにもちょっと伺ったり、意見言いました

けども、自治会で運営をしていただいている公園のように、結局維持管理が５年先、１０

年先できなくなって、手を挙げちゃいましたっていうようなことにならないような仕掛け

をちょっと、考えてくださってるかもしれないんですけども、まさにまた同じ轍を踏むん

じゃないのって思うようなことを、わずか１００万されど１００万だと思うので、ちょっ

とそこら辺の仕掛けのこともしっかり考えていただいて、やっていただきたいかなってい

うふうに思いますので、これは要望をしときたいと思います。 

 あと、もう一件、済みません、５６ページなんですが、伯耆古代の丘公園整備事業で、

整備をしてきちっとした形で提供していきたいっていう思いはとってもよくわかりますの

で、これについてはあれなんですが、実際問題、入園料無料化にしたということについて

の利用実績の変化みたいなのがあったのかっていうことと、この施設内の整備を行うこと

によって、この利用実績というのがどれぐらい上がっていくというか、いうようなことを

想定とか試算とかしながらやっていることなのかをちょっと伺っておきたいと思います。 

○門脇分科会長 橋井総合政策部次長。 

○橋井総合政策部次長兼淀江振興課長 伯耆古代の丘公園の今年度の入園者数でござい

ますけども、最新の部分で２月末現在で１万２,２０５名でございます。これは、昨年度、

平成３０年度１年間分から比べますと、大体１年間の４割増しぐらいといった方が多く入

っていただいているという状況でございます。後ほど説明いたしますけども、一応伯耆古

代の丘エリア活性化構想というものを、今、策定したところでございますけども、その中

で公園の目標数値というものも設定しておりまして、毎年度４,０００名ずつ増加するよう

に努力しながら、５年後の令和６年度末には２万９,０００名の入園者数を見込みたいとい

うふうに頑張っていきたいというふうに思っております。以上でございます。 

○門脇分科会長 次に、岡田委員。 

○岡田委員 １２ページの、先ほど石橋委員のほうからも質問がありましたけれども、こ

の明日を創るふるさと教育推進事業ということで、米子西高さんと共同して実施をされる

ということなんですけども、令和２年度はこの形でということですけど、これはほかの県

立高校とかにも広げるというようなもともと考えがあって、例えば令和２年度はこの米子

西高なのか、それとも、とにかく令和２年度に米子西高とこれをやりますということだけ

なのか。何かあるんですかね、全体の構想みたいのものが。いかがでしょう。 

○門脇分科会長 長谷川総合政策課長。 

○長谷川総合政策課長 このふるさと教育についてでございますけれども、米子市まちづ

くりビジョンのほうでも、幼少期から高校卒業、社会に出るまで、これを通じてのふるさ
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と教育を進めていこうということで、まちづくりビジョンのほうにはうたわせていただき

ました。その中で、小中学校につきましては教育委員会のほうで取り組んでおるところで

ございますけれども、その次の高校生世代、これをどう取り組むかというところで、ビジ

ョンに盛り込んで取り組んでいくんだということで進めておりましたけれども、ちょうど

そこに西高からこういったことをしたいので一緒にできないかという投げかけがございま

した。ということで、まずは西高と一緒に進めさせていただきまして、高校生の探求の時

間なりなんなりでのかかわり方、高校生向けのふるさと教育の進め方、こういったことを

モデル的に実施をさせていただきまして、これをもとに、引き続きほかの高校にも進めて

いきたいとは考えておりますけれども、やはり高校ごとにいろんな授業の考え方、それぞ

れあろうかと思いますので、それは個別に高校と協議をしながら広げていきたいというぐ

あいに考えております。以上です。 

○門脇分科会長 ほかにございませんか。 

 国頭委員。 

○国頭委員 これは、また事業別予算説明書のほうで見させていただいて、３０ページの

２５０目、ビジネス人材確保推進事業。安達さんが本会議でも質問されたと思うんですが、

ちょっと聞き漏らしとったかもしれませんけども、東京圏ということで、これは議会のや

りとりでもありましたか。東京圏って、東京都だけに限定でしたっけ、そのあたり。 

○門脇分科会長 長谷川総合政策課長。 

○長谷川総合政策課長 この事業の対象者でございますけれども、東京２３区にお住まい

の方もしくは東京２３区に通勤して働いておられる方のいずれかでございます。 

○門脇分科会長 国頭委員。 

○国頭委員 なるほど。これは多分県からの補助が出てますんで、何か規定があるからな

のかもしれませんけども、初年度なので見させていただきたいと思いますけど、やはり県

支援があるということは、こういった規定があるっていうことですか。 

○門脇分科会長 長谷川総合政策課長。 

○長谷川総合政策課長 この事業は、そもそも地方創生の取り組みでございます。その地

方創生の中で、国の大もとの考え方は、やっぱり東京一極集中の是正というような考え方

もございます。そういった中で、東京一極集中の中で、国の制度といたしましては、２３

区に過度に集中している状況を是正したいということがございまして、ここを対象として

おります。その関係で、地方創生の推進交付金が、これは財源の一部となっておるところ

でございます。 

 そうはいっても、米子市といたしましては、東京一極集中という視点ではなくて、あく

まで米子市としては移住定住の推進、それからビジネス人材、東京で働いておられますい

ろんな技能ですとか知識、そういった能力をお持ちの方もどんどん来ていただいて、こち

らで働いていただきたいというようなことも効果として見込んでいるところでございます。

以上です。 

○門脇分科会長 国頭委員。 

○国頭委員 わかりました。東京に会社があって働いておられる。でも、埼玉、神奈川、

千葉っていう大きな首都圏の本社っていいますか、事業所等もあるので、私はそのあたり

に住んで、勤めておられるっていうか、そういった人材も一緒にいいのではないかなと思
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ったもので、ちょっと聞きました。拡大っていうことでしたら、また今後とも検討してい

ただきたいと思います。以上です。 

○門脇分科会長 ほかにございませんか。 

 それでは、ないようですので、予算決算委員会総務政策分科会を暫時休憩いたします。 

午後１時５９分 休憩 

午後４時０４分 再開 

○門脇分科会長 それでは、予算決算委員会総務政策分科会を再開いたします。 

 分科会長報告のための意見の取りまとめを行います。御意見がありましたら発言をお願

いいたします。 

 皆さんいろいろ言われた中で、これは分科会長報告に入れたがいいんじゃないかという

ことがございましたら。ございませんか。 

〔「なし」と声あり〕 

○門脇分科会長 それでは、ないようですので、特になかった旨、報告させていただきま

すが、それでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と声あり〕 

○門脇分科会長 それでは、以上で予算決算委員会総務政策分科会を閉会いたします。 

午後４時０４分 閉会 
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